
可
税
、
-
設

住

ハ

巾
航
。
御
主
は
御
特
縦
一
一
居
も
蛇
…之
桜
陀
被
仰
付
候
。
但
此
以
後
も

出品川叫
に
は
可
有
御
山
候
c
共
時
分
は
家
中
間
称
の
者
の
方
よ
り
借
聡

に

τ、
雌
幅
削
唱
も
勝
手
次
第
に
可
有
仰
向
候
。
農
人
無
様
作
業
可
仕
候。

且
又
城
よ
り
仰
山山
候
道
筋
。
往
来
の
者
も
少
も
無
総
可
能
通
候
。
行

か
i
h

り
候

τ平
伏
可
仕
旨
御
申
渡
候
。
或
時
限
場
よ
り
御
腕
の
問
、

路
地
に
乞
食
妙
の
者
間
↑
伏
仕
候
て
回
叫
聞
に
混
在
供
。
近
替
の
出
頭
人

松
一
牛
典
隠
と
申
者
供
仕
候
。
発
へ
あ
の
平
伏
仕
候
者
は
何
者
に
候
や

相
府
候
棋
に
御
巾
・開
院
。
曲
内
腿
常
民
法
候
へ

ば
、
乞
食
の
旨
申
民
付

共
段
巾
上
柑
川底
・
乞
食

Kτ
は
有
之
間
数
候
。
脇
指
を
幣
巾
山
御
申

に
付
・
E
て
人

E
也
候
て
と
く
と
培
候
へ
ば
、
乞
食
に
て
快
川
附
共
叩悶

ド
十
も
有
之
、
赤
日
新
兵
衛
と
巾
者
の
由
由
t
候
に
付
共
段
申
上
候
。
同
叫

廿
刊
夜
仙
問
胞
を
以
て
ゆ楓
老
中
朴
内
外
に
も
・

赤
目
新
兵
衛
と
巾
者
承
候
や

の
旨
段
々
御
時
候
慮
、
訟
も
立
巾
者
に
は
縫
も
存
知
た
る
者
無
之
、

玄
附
帯
供
役
の
内
に
存
知
巾
者
有
之
侠
て
巾
候
は
、
乞
食
新
兵
衛

部
は
格
り
た
る
山
郁
子
の
者
に
候
。
久
敷
乞
食
は
仕
侠
斜北ハ
、
町
中
へ

は
不
慌
出
候
。
侍
屋
敷
の
内
民
一
一
間
軒
・
数
年
来
心
安
き
者
有
之
候

て
・

一
月
に
一
一
山
広
宛
物

E
乞
候
て
出
田
辺
、
一
仮
を
所
由
主
仕
‘恨
姉
候

時
分
、
阿
世
候
秘
に
袋
へ
白
米
五
合
宛
も
ら
ひ
似
て
能
的
供
。
又
は
在

四

郷
の
内
に
存
知
た
る
者
有
之

共
者
の
方
へ
折
節
罷
越
候
へ
ば
‘
少

宛
米
主
訟
中
旨
に
候
。
せ
が
れ
一
人
有
之
候
へ

ど
も

是
主
ば
絡
に

第
致
乞
食
不
巾
候
。
常
に
居
申
所
は
野
外
非
人
の
罷
在
候
並
花
、
わ

ら
屋
を
仕

以
内
民
夫
抑制
説
せ
が
れ
住
居
仕
快
鴎
・
出世
は
近
年
相
川
拭

候
。
せ
が
れ
は
新
兵
衛
乞
食
K
城
下

へは回
出
候
節
、
必
供
仕
り
五
六

町
も
総
出
、
川
端
に

τ暇
乞
世
絵
師
・
叉
飾
可
申
時
分
を
相
考
へ
共

所
迄
迎
に
組問
山
供。

此
泊
に
仕
来
候
機
、
政
十
年
の
様
子
に
候
旨
巾

候
。
依
之
右

心
安
く
罷
越
候
侍
へ
相
野
候

へ
ば
、
新
兵
衛
先
胞
は

一
伯
殴
へ
御
奉
公
仕
・
代
々
七
百
石
取
巾
候
。
兵
部
大
帆
殿
再
び
御

相
紛
の
糊
・
御山首
上
ヰ
分
K
被
仰
付
武
拾
五
一
向
石
氏
能
成
候
。
共
時

分
家
中
一
統
知
行
半
分
陀
被
仰
付
候。

但
半
分
に
て
雛
相
勘
存
者
、

並
他
国
民
槌
成
親
開尉も
有
之
候

τ、
身
よ
か
せ
ぎ
申
皮
者
は

願
の

日
辿
可
被
仰
付
旨
御
巾
波
、
存
寄
次
第
阪
の
ロ
m
も
有
之
候
。
多
は
牟
分

に
混
成
侠
て
相
勤
申
候
。
新
兵
衛
俄
共
節
物
頭
相
勘
申
候
。
常
士
長

都
大
輔
殿
御
近
制官
出
頭
の
者
K
・
不
利
成
者
有
之
候
。

共
故
か
新
兵

街
事
は
他
閣
に
憾
成
親
岡
崎
有
之
・
銑
て
御
限
も
矧
巾
越
に
取
成
倣

て
、何
の
詮
臨
も
無
之
限
被
下
候
。
県
刻
新
兵
制
巾
候
は
、無
買
の
腿

言
に
遜
・
無
是
非
仕
合
に
候
。
但
他
図
陀
親
問
削
も
然
之
段
町
制
然
た
る

山
山
に
候
。
仮
令
知
管
等
有
之
候
て
も
一
皮
他
閥
へ

能
向
候
て
は

身
上
も
か
せ
宮
市
般
に
て
非
本
怠
候
。
乞
食
仕
候
て
和
泉
候
と
も
、

御
閣
に
て
相
間内可
申
候
。
他
国
へ
と
て
は
会
開
放
旨
申
候
て

‘
披
下

民
的
宅
仕
浪
人
暮
仕
候
。
段
々
困
窮
仕
候
て
絡
に
乞
食
仕
候。

去
共

町
人
民
乞
食
は
仕
間
放
と
て
、
最
前
知
書日の
侍
の
方

へ
、

一
雨
脚
極

世
似
て
徒
越
供
。
在
郷
へ
参
候
は
、
以
前
の
知
行
所
の
百
姓
陀
存
知

た
る
者
有
之
、
少
々
は
ご
く
み
巾
皆
、委
綿
花
巾・上
候。

此
段
家
老
中

へ
も
御
中
側
、段
々
併
餓
有
之
良
、有
地
質
疋
相
知
巾
供。

依
之
山
拠
隠

宅
へ
新
兵
衛
父
子
共
に
召
寄
，
様
子
見
分
仕
候
桜
花
御
申
渡
候
。
新

兵
術
は
脇
指
を
帯
し
、
せ
が
れ
は
つ
ピ
れ
ば
か
り
指
仕
4
宮
市・候
。
桜

子
見
分
候
て
品
卵、総
有
寄
も
申
上
候
。
せ
が
れ
は
二
十
歳
計
に
供
。
縦

長
口
上
等
、
以
後
々
々
使
者
等
相
勘
候
と
も
他
民
武
士
と
相
見
可
申

旨
巾
上
候。

此
段
家
老
中

へ
も
御
巾
問
、
近
目
減
へ
召
寄
.年
寄
中
も

致
見
分
.
共
上
K
て
知
行
等
も
可
賜
皆
陀
相
問
団
申
候。

北
ハ
段
典
勝
宅

κτ
小
波
、
掠
父
子

へ
衣
服
・際
物
等
典
、
路
よ
り
出
之
.
湯
風
呂
等
申

付
候
。
新
兵
衛
承
候
て
涙
を
流
し
巾
候
は
、
不
存
寄
仕
合
に
存
候。

但
御
披
へ
閉
山
出
供
出
山
に
侠
は
ピ
‘
衣
服
の
分
は
巾
訪
問
数
候
。
私
宅

に
て
昨
日地
出
中
皮
候
。
風
呂
の
俄
は
何
分
K
も
得
共
意
候
旨
申
能
的

可制叫

4
哉
容
二

供
。
扱
せ
が
れ
は
紗
綾
の
小
袖
K
、
御
紋
有
之
を
点
目
し
、
上
下
も出
M

m
.大
小
を
も
帯
し
徒
出
供
。
新
兵
術
は
つ
ピ
れ
に
脇
桁
迄
に
て
山
崎

越
、
此
通
陀
て
登
城
可
被
仰
付
回
日
中
候
。
典
臨
不
審
に
存
綾
子
を
利

. 

ヰ
ね
依
へ
ば
.
せ
が
れ
活
用
の
小
袖
は
新
兵
術
物
頭
役
相
動
候
節

自
公
出
回
奔
領
仕
候。

此
の
如
く
乞
食
の
身
k
…一治成
候
へ
ど
も
所
持
仕

供。

則
せ
が
れ
へ
お
舎
に
も
相
制
世
中
候
。
我
等
相
同
相
候
は
ど
.
粕
の

内
へ
此
小
袖
托
て
身
を
惚
し
可
申
候
。
大
小
は
寺
へ
法
相暗
料
足
可
池

候
。
兆
九
珂
へ

は
唯
今
自
分
に
指
巾
候
脇
指
を
.
仰
山
中佼
段
巾
・
閃
候。

然
底
不
存
寄
仕
合
に
て
、
登
城
仕
候
へ
ば
不
過
之
大
践
に
候
ゆ
ゑ
、

叩
今
指
泊
中
紋
。
扱
自
分
は
年
m
間
帯
、
乞
食
糊
憾
の
綴
子
に
て
宜
と

存
院
。
御
志
に
は
候
へ

ど
も
、
典
賂
よ
り
は
中
間
間
敷
段
巾
候
へ
ば
、

4

ん
の
旨
陀
て
則
同
道
仕
.
家
老
中
の
府
へ
父
子
共
に
召
辺
健
出、

段

々
紡
織
成
巾
波
の
上
・
先
知
七
百
石
無
利
越
せ
が
れ
へ
脇
之
、
新
兵

術
へ
は
三
十
人
扶
持
賜
候
て
、
隠
居
致
し
築
仕
候
秘
に
と
の
訴
の
旨

承
巾
候
。
此
附
は
正
徳
二
年
の
印
刷
に

τ、
共
後
越
前
の
町
人
間
同
越
候

ゆ
ゑ
相
同時
候
へ

ば
、
成
程
無
利
越
俄
に
候
。
赤
固
と
瞥
候
て
あ
か
み

と
唱
巾
候
旨
申
候。

一
、
後
光
明
帝
御
治
事
十
簡
保

四




